
 

 
2018 年 ８月号 2018.8.27（７月度活動報告） 

二日目は、箟峯寺見学、田園に点在 

する居久根（屋敷林）について学び

ました。水田の水管理に対する先人

の知恵、それを守る努力が、この地

域の農文化や自然環境を育んでい

ることを知りました。加護坊山のＢ

ＢＱでは、産地でとれた野菜やお肉

を焼いて頂き、肥料袋や米袋を用い

た芝ソリを楽しみました。 

知識、心、お腹、全部いっぱいの大

充実の２日間になりました。 

「卵は届いたら使いきるまでパック

のまま冷蔵庫へ」「美味しい卵は健康

な鶏から」等々の話を聞き、お母さ

んたちも知識を深めた様子です。 

その後は『産直たまご』とパルシス

テムの食材を使ったメニューに挑

戦。卵ボーロは、生地を器用にコロ

コロ丸めてオーブンへ。おにぎらず

は、卵の具材と新鮮野菜を挟んで半

分に切ったらキレーイ! と歓声が 

７/７(土)・８(日)、ＪＡみどりの

の「田んぼの体験！ 草取りと生き

物観察」に参加しました。 

雨の中、交流スタート。生き物観察

では泥まみれになりながら、子ども

たちが競って生き物を捕まえてい

ました。ゲンゴロウ、アメンボ、マ

ルタニシなど。大崎市職員の方が、

虫の名前や特徴を丁寧に解説して

下さいました。 

続いて草取り体験。しっかり腰をか

がめ、指先を泥の中にぐぐっと埋

め、根っこから草を抜き取る。短い

時間でしたがとても大変でした。生

産者の方のご苦労、米づくりに寄せ

る思いを知ることができました。 

子どもたちも、珍しい生き物に触

れ、沢山の感動を味わうことができ

ました。食後のホタル観察も貴重で

幻想的な時間になりました。 

■ＪＡみどりの 夏の交流に行ってきました 

上がりました。ほっとけプリンにデ

コレーションをして、全員で「いた

だきます!」 講師の方から温泉卵の

プレゼントもあり、賑やかなランチ

タイムとなりました。 

たまご学習会を通して、パルシステ

ムの安全安心なもの作りを「知る」

ことで商品の背景を「意識する」よ

うになりました。これからもっと本

当に良い物を「選んで買う」ことに

つなげていきたいと思います。 

 

■年間おすすめ商品『産直たまご』の学習会 

 

 

 

 

 

７/27(金)横浜南エリア主催で親子

参加のたまご学習会を行いました。 

神奈川中央養鶏農業組合の、飼育・

採卵担当者、ＧＰセンター（卵を選

別しパック詰め）の担当者、パルシ

ステムのたまご担当者と配送責任者

といった専門の方々に、工程や仕事

の苦労・工夫を教えていただきまし

た。クイズや貴重な産卵シーンの鑑

賞など、楽しく参加する子どもたち。 


